
選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

「 I C T を 調 査 、 観 測 に 活 用 」  

Ⅰ ― １ 人 口 減 少 、 高 齢 か 、 厳 し い 財 政 状 況 、 エ ネ ル ギ

ー ・ 環 境 等 、 我 が 国 は 様 々 な 制 約 に 直 面 し て い る 。 今

後 ま す ま す 厳 し く な っ て い く こ れ ら の 制 約 下 に お い て

も 、 国 民 の 安 全 ・ 安 心 を 確 保 し 、 社 会 経 済 の 活 力 の 維

持 ・ 増 進 し て い く た め に は 、 限 ら れ た イ ン プ ッ ト か ら 、

出 来 る だ け 多 く の ア ウ ト プ ッ ト を 生 み 出 す こ と が 求 め

ら れ て い る 。 そ の 鍵 は 、 地 域 構 造 を 「 コ ン パ ク ト 」 +

「 ネ ッ ト ワ ー ク 」 と い う 考 え 方 で つ く り 上 げ 、 国 全 体

の 生 産 性 を 高 め て い く こ と に あ る 。 こ の よ う な 状 況 を

踏 ま え 、 以 下 の 問 い に 答 え よ 。  

（ １ ） 「 コ ン パ ク ト 」 + 「 ネ ッ ト ワ ー ク 」 を 推 進 す る

に あ た っ て ，  技 術 者 と し て の 立 場 で 多 面 的 な 観 点 か

ら 3 つ 課 題 を 抽 出 し ， そ れ ぞ れ の 観 点 を 明 記 し た 上 で 、

課 題 の 内 容 を 示 せ 。  

（ ２ ）  前 問 （ １ ） で 抽 出 し た 課 題 の う ち 最 も 重 要 と

考 え る 課 題 を 1  つ 挙 げ ，  そ の 課 題 の 解 決 策 を 複 数 示

せ 。  

（ ３ ） 前 問 （ ２ ） で 示 し た す べ て の 解 決 策 を 実 行 し た

上 で 生 じ る 波 及 効 果 と 専 門 技 術 を 踏 ま え た 懸 念 事 項 へ

の 対 応 策 を 示 せ 。  

（ ４ ） （ １ ） 〜 （ ３ ） を 業 務 と し て 遂 行 す る に あ た り

必 要 と な る 要 件 を 、 技 術 者 と し て の 倫 理 、 社 会 の 持 続

可 能 性 の 観 点 か ら 述 べ よ 。  
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（ １ ） ① 多 面 的 な 観 点 か ら 課 題 を 3 つ  

（ １ ） 安 全 で コ ン パ ク ト な ま ち づ く り ： 安 全 面 の 観 点  

② 近 年 、 気 候 変 動 の 影 響 に よ る 降 雨 の 激 甚 化 ・ 頻 発 化

が 顕 著 に な っ て き て い る ③ 。 ま た ④ 都 市 部 は 市 街 化 の

進 行 で 保 水 機 能 が 低 下 し て お り 、 河 川 へ の 流 出 速 度 が

速 ま っ て い る 。 都 市 部 は 人 家 が 集 約 さ れ て い る た め 氾

濫 リ ス ク が 高 ま っ て い る こ と が 問 題 で あ る ⑤ 。 安 全 面

の 観 点 か ら 安 全 で コ ン パ ク ト な ま ち づ く り が 課 題 ⑥ で

あ る 。  

 

① 見出しの付番は、大見出しは「１．」、中見出しは「（１）」、小見出しは「①」としましょう。

以下同様。 

② 文頭は、１マス空けましょう。 

③ 「なってきている」との表現では、「なり始めている」との意味合いが強いです。→「なってい

る」 

④ 接続詞の後ろには、読点を入れましょう。 

⑤ 人家が集約しているとなぜ氾濫リスクが高まるのですか。保水機能との関連性で結論づけているの

であれば、集約されることによって流出速度が高まる面積が小さくなるのではありませんか。ある

いは、人家が集約されているため、被害が拡大するということですかね。そうであるならば、浸水

想定区域に人家が密集している場合のみ問題となります。つまり、いずれの場合においても、人家

が密集していることを理由として氾濫リスクが高まるという主張は違和感があります。そもそも、

コンパクトなまちづくりを行うための課題をかくべきところ、集約化（コンパクト化）の問題点を

指摘すること自体、論点がズレていると感じます。 
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（ ２ ） 移 動 が 容 易 な ま ち づ く り ： 都 市 構 造 の 観 点  

近 年 、 地 方 都 市 で は 市 街 地 の 拡 散 化 お よ び 公 共 交 通 空

白 地 域 が 発 生 し て い る 。 稼 働 ⑦ し て い る 路 線 バ ス に つ

い て も 低 頻 度 運 行 で あ る 場 合 が 多 い ⑧ 。 こ の た め 地 域

住 民 に と っ て 日 々 の 生 活 に か か る 移 動 が 困 難 と な っ て

い る こ と が 問 題 で あ る ⑨ 。 都 市 構 造 の 観 点 か ら 、 移 動

が 容 易 な ま ち づ く り を 行 う こ と が 課 題 で あ る 。  

 

（ ３ ） 環 境 負 荷 に 考 慮 し た ま ち づ く り ⑪ ： 持 続 性 の 観

⑦ →「運行」 

⑧ →「運行本数が少ない」 

⑨ 「困難だ」といっているので、「問題である」は不要です。→「困難となっている」 

⑩ この内容も⑥と同様、移動が容易なまちづくりがコンパクト・プラス・ネットワークであり、これ

を推進するための課題を述べるべきです。（１）ほどではないにせよ、的確な解答と言えるか疑義

があります。 

⑥ 「安全面の観点から安全でコンパクトなまちづくり」と表現してしまっては、観点と課題が同じに

なっています。さらに、この課題は、二つのことを言っています。一つは、安全なまちづくり、も

う一つはコンパクトなまちづくりです。安全の確保は目的であり、その手段がコンパクトなまちづ

くりなのですよね。２つのまちづくりを併記するのはおかしいですね。さらに、コンパクトなまち

づくりのみを課題設定した場合でも、適切な解答と言えません。理由は、コンパクト・プラス・ネ

ットワークを推進するための課題を述べよと言われているのに、その課題がコンパクトなまちづく

りとしては、「おいしい食べ物を作るコツは何ですか」と問われているのに「おいしい食べ物を作

ることです」と答えているようなものです。 

※課題設定を見直しましょう。 
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点  

日 本 で は 、 「 ２ ０ ５ ０ 年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 」 を 宣

言 し て い る 。 そ の 一 方 で 日 本 で は 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー

の 活 用 が 進 ん で お ら ず C O 2 排 出 量 が 抑 え き れ て い な

い ⑫ 。 C O 2 吸 収 量 の 観 点 で も 、 近 年 は グ リ ー ン イ ン

フ ラ の 推 進 で 徐 々 に 改 善 傾 向 ⑬ で あ る が 、 充 分 で は な

い 。 持 続 性 の 観 点 か ら 環 境 に 考 慮 し た ⑭ ま ち づ く り が

課 題 で あ る 。  

 

２ ． 最 も 重 要 な 課 題 と 複 数 の 解 決 策  

（ １ ） 最 も 重 要 と 考 え る 課 題 ： 移 動 が 容 易 な ま ち づ く  

り で あ る 。 な ぜ な ら 、 コ ン パ ク ト +  ネ ッ ト ワ ー ク で

生 産 性 を 高 め て い く に は ⑮ 移 動 を 容 易 に し 人 と 人 と の

連 携 を 高 め る こ と が 最 も 効 果 的 ⑯ で あ る と 考 え る た め

⑪ →「環境負荷の軽減を考慮したまちづくり」 

⑫ 再生エネルギーの活用はすでにされていますので、普及が進んでいないことが言いたいことではあ

りませんか。また、CO2排出量が抑えきれていないとしていますが、抑制すべき量の説明がない中

でのこの表現は唐突感があります。現状を表す程度にしてはいかがでしょうか、→「再生可能エネ

ルギーの普及が進まず、依然として CO2を排出する化石燃料由来の発電に依存している。」 

⑬ グリーンインフラを緑地そのものと捉えていませんか。グリーンインフラは、「自然環境が有する

機能を社会における様々な課題解決に活用しようとする考え方」です。グリーンインフラの使い方

に違和感があります。 

⑭ →「環境を考慮した」または「環境に配慮した」 

これも、環境に配慮することで、なぜコンパクト・プラス・ネットワークが推進されるのか分かり

ません。 



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 
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で あ る 。  

 

（ ２ ） 課 題 に 対 す る 複 数 の 解 決 策 ： 以 下 に 示 す 。  

① M a a ｓ ⑰ に よ る 移 動 の 効 率 化 で あ る ⑱ 。 M a a ｓ は 、

自 転 車 な ど の モ ビ リ テ ィ を 単 な る 手 段 で は な く 、 利 用

者 に と っ て の 一 元 的 な サ ー ビ ス と 捉 え る 概 念 で あ る ⑲ 。

例 え ば 、 ス マ ー ト フ ォ ン の ア プ リ を 用 い て 出 発 地 か ら

目 的 地 ま で の 移 動 手 段 を 検 索 や 予 約 、 決 済 ま で を 一 括

し て 行 う こ と が で き る 。 今 ま で 個 別 で 行 な っ て い た こ

と が 一 元 化 で き る た め 効 率 化 と な る ⑳ 。  

 

② コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス に よ る 支 線 輸 送 で あ る 。 コ ミ ュ ニ

テ ィ バ ス は 主 要 な 公 共 交 通 機 関 が カ バ ー し き れ な い 地

⑰ →「MaaS」 

⑱ ここは解決策を書くところなので、やることを明確に分かりやすく書きましょう。→「移動の効率

化を図るため、MaaSを導入する。」 

⑲ MaaSの定義が違います。概念ではなく、サービスの総称です。国土交通省の HPでは、「MaaS（マ

ース：Mobility as a Service）とは、地域住民や旅行者一人一人のトリップ単位での移動ニーズ

に対応して、複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等

を一括で行うサービス」と定義されています。 

⑳ 最初に効率化と述べているので、重複しています。不要。 

⑮ なぜ、いきなり生産性の向上が目的になっているのですか。脈絡がなく、主張が理解できません。 

⑯ 人と人との連携を高めるとはどのようなことなのか分かりません。また、何に効果を発揮するので

すか？題意からするとコンパクト・プラス・ネットワークの推進に効果があるとなりますが、関係

性が分からず理由になっていません。 



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

域 で 活 用 さ れ る 移 動 手 段 ㉑ で あ る 。 こ の よ う な 地 域 で

は 高 齢 者 が 居 住 し て い る こ と も 多 い 。 こ の た め 、 一 般

的 に 移 動 弱 者 ㉒ で あ る 高 齢 者 に と っ て 高 い 需 要 が あ る 。

交 通 網 に お い て 幹 線 ま で を 支 線 輸 送 で 繋 ぐ ㉓ 。 車 両 は

低 床 式 に し て 、 高 齢 者 に 寄 り 添 っ た も の と す る 。 こ れ

に よ っ て 交 通 空 白 地 帯 が 解 消 さ れ る 。  

 

③ ミ ズ ベ リ ン グ に よ る 、 歩 き た く な る ま ち づ く り で あ

る ㉔ 。 日 本 の 河 川 は 治 水 の 観 点 か ら 連 続 し た 強 固 な 堤

防 が 整 備 さ れ て い る 。 一 方 、 ま ち づ く り の 観 点 で は 景

観 を 阻 害 す る 要 因 に も な っ て い る ㉕ 。 ミ ズ ベ リ ン グ で

官 民 一 体 と な っ て ㉖ 河 川 空 間 の 魅 力 向 上 を 行 う 。 例 え

ば 河 川 空 間 の ス ペ ー ス を 活 用 し て 「 道 の 駅 」 や 公 園 を

建 設 す る ㉗ 。 地 域 住 民 に と っ て の 新 た な 観 光 地 ㉘ と し

て い く こ と に よ り 、 歩 き た く な る ま ち づ く り が で き る 。

こ れ に よ っ て 地 域 活 性 化 が な さ れ る 。  

㉑ 人口密度が低い地域にコミュニティバスを走らせると、採算の確保ができず持続可能性という観点

から問題が多い交通手段です（施策的にもちょっと古いですね）。このような問題点を踏まえ、近

年ではコンパクト・プラス・ネットワークを推進することとなったと考えられます。つまり、フィ

ーダー交通を運行しなくてもすむように、都市を歩いて暮らせるくらいコンパクトにし、コンパク

ト化された都市（拠点）間を公共交通で結ぶという都市構造がコンパクト・プラス・ネットワーク

です。そうゆう意味でいうと、この解決策では、薄く広がった都市構造をそのままとした場合に必

要となる解決策と言えます。よって、解決策にふさわしくないと思います。 

㉒ 最近は、移動弱者は使いません（弱者が差別的なのですかね？）。→「移動制約者」 

㉓ 最初に支線輸送と述べているので不要。 
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（ ３ ） ㉙ 波 及 効 果 と 懸 念 事 項 へ の 対 応 策  

波 及 効 果 ： 以 下 へ 示 す 。 ㉚  

新 た な 雇 用 機 会 の 創 出 で あ る 。 人 々 の 移 動 が 促 進 お よ

び 効 率 化 さ れ る こ と に よ り 、 そ の 地 域 で 新 た な 需 要 が

生 ま れ る ㉛ 。 例 え ば 「 道 の 駅 」 で の 名 産 品 ㉜ が 挙 げ ら

れ る 。 名 産 品 の 作 成 や 販 売 と い っ た 雇 用 機 会 が 発 生 し 、

求 職 者 の 働 き 口 を 増 や す こ と が で き る 。  

懸 念 事 項 へ の 対 応 策 ： 以 下 へ 示 す 。  

懸 念 事 項 ： 水 害 リ ス ク の 増 大 で あ る 。 解 決 策 実 施 前 後

で 、 人 間 を 含 む 資 産 分 布 が 変 化 す る こ と が 予 想 さ れ る

㉝ 。 今 ま で 浸 水 頻 度 は 高 い が 資 産 が 無 か っ た た め に 低

リ ス ク だ っ た 地 点 で リ ス ク が 増 大 す る ㉞ こ と が 懸 念 さ

㉔ 課題は「移動が容易なまちづくり」ではありませんか。ここでは、歩きたくなるまちづくりが目的

になっています。論点がズレています。 

㉕ 要因になっているものが、判然としません。おそらく堤防だと思いますが、読み手に想像を要求す

る説明は、分かりやすい説明と言えません。また、「も」とありますが、もう一方の要因は何です

か。要因が無ければ「も」は不要だと思います。 

㉖ 何の説明もなく、いきなり官民連携の話がでてきます。脈絡がなく、読み手は何で官民一体となっ

てなのと疑問をいだきます。つながりのある文章構成にしましょう。 

㉗ 問題視しているのは、景観の阻害何ですよね。なぜ、道の駅や公園整備がその解決手段なのです

か。後述にある地域活性化が目的であるならば、それに必要な背景・問題提起しないと関係性が分

からず一貫性がありません。 

㉘ 来訪者ではなく、地域住民のための観光地なのですか。そうであるならば、観光という表現は違和

感があります。レクリエーション拠点など表現を適切なものに変えましょう。 



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

れ る 。  

対 応 策 ： プ ラ ト ー を 用 い た 水 害 リ ス ク の 可 視 化 で あ る 。

市 民 に も 分 か り や す く 周 知 す る こ と で 低 減 を 図 る ㉟ 。  

 

（ ４ ） ㊱ 業 務 遂 行 に あ た り 必 要 と な る 要 件 と 留 意 点  

技 術 者 と し て の 倫 理 の 観 点 ： 以 下 へ 示 す 。  

必 要 と な る 要 件 は 、 常 に 安 全 第 一 ㊲ に 努 め る こ と で あ

る 。 公 益 の 確 保 に 繋 が る 。 必 要 と な る 留 意 点 は 、 公 衆

の 安 全 と と も に 関 係 法 令 を 遵 守 す る こ と で あ る 。  

社 会 の 持 続 性 の 観 点 ： 以 下 へ 示 す 。  

必 要 と な る 要 件 は 解 決 策 で 示 し た 事 項 に 対 し て ㊳ 周 辺

生 物 と の 調 和 を 図 る ㊴ こ と で あ る 。 課 題 解 決 に よ っ て

得 た 知 見 は 後 世 へ と 確 実 に 継 承 す る ㊵ こ と に 留 意 す る 。

㉙ 番号の付記は、大項目ですね。→「３．」 

㉚ 令和５年度は波及効果がなくなっています。 

㉛ 新たな需要が抽象的で、どのような需要なのか分かりません。また、なぜ新たな需要が発生するの

かも分かりません。 

㉜ これは道の駅の効果であり（問題ではすべての解決策を実行したうえで生じる効果とあります）、

移動が容易なまちづくりによる効果ではないと思います。しかも、解決策では、地域住民のための

道の駅と述べていますから、地元住民が地域名産を積極的に求めるのかも疑義があります。 

㉝ なぜ水害リスクが増大するのか、説明を読んでも理解できません。解決策によって、資産分布が変

化する理由も、解決策との因果関係も不明です。 

㉞ 同じ指摘になりますが、なぜハザードエリアに資産が移動するのですか。 

㉟ 何を低減させるのですか。ハザードエリアに資産を持ってこないことですか、それとも避難行動を

促すことによる被害リスクですか。いずれにせよ説明不足です。 



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

以 上 。  

 

㊱ 番号の付記は、大項目ですね。→「４．」 

㊲ 課題・解決策を業務として実行した場合の要件を書くのですが、安全第一との要点が業務のどのよ

うな場面で求められるのかイメージできません。 

㊳ 問題には、解決策等を業務として遂行するにあたってと条件化されているので、「解決策で示した

事項に対しては」の部分は不要。 

㊴ 生物との調和を図るとはどのような行動なのでしょうか。自然環境に配慮するということですか

ね。表現がわかりづらいです。 

㊵ この主語は、「知見は」になっています。継承するのは人であり、「知見を」継承するのですよ。 


